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認 定 書

国住 参 建 第 4551号
令和 5年 3月 22日

吉野石膏株式会社

代表取締役 須藤 永作 様

国土交通大臣  斉藤

下記の構造方法等については、建築基準法第 68条の 25第 1項 (同法第 88条第 1項にお

いて準用する場合を含む。)の規定に基づき、同法施行令第 46条第 4項表―の (人)の規

定に適合するものであることを認める。            、

1.認定番号

FRM―-0734

2.認定をした構造方法等の名称

厚 9.511m軽量両面ボー ド用原紙張ガラス繊維混入せつこう板/め っき鉄丸く

ぎNZ50/外周部@7511m、 中通り@15011m/受材留め付け間隔 N900150■ ltt1/大壁造
の入隅仕様/木造軸組耐力壁における構造方法

3.認定をした構造方法等の内容

2.7の倍率を有する軸組 と同等以上の耐力を有する軸組

別添の通 り

記

(注意)こ の認定書は、大切に保存しておいてください。



別添

1.触 法の名称

厚 9.5mm軽量画面ボード用原紙張ガラス繊維混入せっこう板/めっき鉄丸くぎNZ開/外月都

@75れれ、中通り@1側瑾し/受材留め付け間隔N∝9150m14/大壁造のA陶盟弟/本i鎌醜 壁

2. 呼軸鐘Ψツ限醒要

(1)甜 σ)l賜

a)面材の名称

軽量画面ボー ド用原紙張ガラス絨維混入せつこう板

b)面本オ勒 t局鱚睛鬼

面材の断面図を図とに示す。また、その構成材及び組成を表 1に§ s

ガラ せ っこ

ボード
(寸法単位 imm)

図1 離 の断面図

表 1櫛 艤 争及鶴 賊

（０
い
．〇＋
）い
。⇔

攀
~面

本オ

ボード用

願

組成などは社外秘とさせていただきます ,

芯 材 :

ル 線

殿 っこ

う板

組成などとよイと外秘とさせていただきます.、
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c)蛇

d)側面加工形状

図2イこ示すベベルエンジ又はスクェアエッジとする。

2-6 Φ
ユく

ベベルエッジ スクェアエッジ

図2側 面加鰤 図

(寸法単位:mm)

e)品質の基準

面材は、国土交通大臣の認定を取得した面材 (認定番号 :QM‐∞ 54‐ 1)1こ対し、面材の厚さ

の範囲を制約している。

性   能 :鱒 はЛS A 6901:2014による。)

詳

l°/。)

勘げ破壊荷重 ω 単位面積婆たりの質量

は誹4つ長さ方向 幅方向

3以下 500以上 2(X)以上 6.34-8.36

外 観 :軽量両面ボード用原紙脹ガラス繊維混入せつこう板の由血及び側面には、使用上有害な

久け、割オ軟 汚れ、きずなどがあってはならなし比

（〇
ゆ
．〇
■

（０
い
．〇
十
）吟
，ω

厚さ (―) 幅 lコ住Ba) 長さ (mm)

難 9.5 900ハ
W1000 1800～4500

継 0引 .5 +2.5 0-‐Ⅲ5

丹十1才代-2/14

FRM-0734 
2 / 14



(2)醜 材り掛翻と要

(3)拶撃針環単9何封叢

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :ЛSA 550&2()(D

種   類 :めっき鉄丸くぎ

呼   び :NZ50

(4)そσ)r也の仕様 勁 の接合身

規 格 名 称 :く ぎ

規 格 番 号 :ЛSA5開&2009

種   類 :鉄丸くぎ

呼  び :N90

部  位 寸 法 等

柱、土台、胴差、桁、染 囀 見何け 105mm×見込み 105mm以上

継子欄柱 断面寸法 見付1す 451xЫ ttX× 見込み 105mm以上

間柱 断面寸法 見付イす27-×歩蓋辺ジ第105mコェ以上

胴つなぎ 断面寸法 財 Iけ 60-現 跡 45mm姓

勁 雌 見付け45mm以下X見込み 4(れm以上

柱の間隔
1枚張り 90(面 ～2(X)随m

縦継ぎ張り 900-～ 1&20mm

面材の継手となる継手間

柱と柱の間隔

と本文張り 90(近nm～1∞(ぬm

縦継ぎ張り 900mmヽ910mm

間柱と柱又は間柱と継手

F日弓本主の間隔

1ん文刷昆り 4504Ш～50(廠

縦継ぎ張り 45(ぬn′-455mm

横架材間の内法寸法

14女張り 1390m刊 以上4025mm以下

縦継ぎ張り 下側面材長さ1820mmの場合 :262(lmm以上

零95Hlェxl以下

下イ則面本ガ長さ273(れmの場合 :3005m41以 丘

495mm以下

下f則函材長さ303儀ェmの場合 :3455mm以 と

4395mm以下
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3.耐力壁輔 範囲

(1)当該面材オと'l吏用した耐力壁の観 範囲は、建築基準法魔行令第4(l条から第49条 (ただし、第48条

第2項は除く)に準拠した本進軸組とする。

(2)当該耐力壁は、外周壁の屋外側下鐵 ぅ室内lttll下地材及び内部壁の下地財に用いるものとする。当該

耐力壁を外周壁の屋外側下地材として用いる場合は、防水紙その他適切な防水措置を講じるものとす

る。

(3)建鶏即騨鋭菊今第 46条第 4項の表 1に定める軸組叉′餌召和 56年鐵 告示第 11(Xl号に定める

軸組を報 する場合は、信率の数値5を限度としてそれぞれの倍率の数値を力疇 できるものとする。

4.耐力壁の施工仕様の概要

(1)申朧財

①柱、横架材 (土台、月同差、桁、期 の断面寸法は見付け105mm×見込み105mm以上とする。

②間柱の断面寸法lま 見イヽllす 27mmX見込み 1∞通m以上とする。

③商材の横方向の継手となる継手間柱の断面寸法は見付け45xnrxlX見込み 105mm以上とする。

④面材の縦方向の継手となる胴つなぎの断面寸法は見付け6(ぬ配×見込み45mm以上とする。

⑤入隅部の面材を留め付ける受材の魅F由嘲辣は見付け45mn以下×見込み網瞳m以上とする。

③性の間隔について、1枚張りの場合は900mm以上20()Omm以下、縦継ぎ張りの場合は輸 m以上

1820-以下とする。

財 の修手となる継手間柱と柱の間隔について、1枚張りの場合は90(hm以上lo(lomm以下、縦継

ぎ張りの場合は9(l(近nm以上91omm以下とする。

①間柱と柱又は耳爵月ホ主と継手間柱の間隔について、1枚張りの場合は45(lmm以上5∝血m以下、縦継ぎ張

りの場合は450mm以上455mm以下とする。

③面材が取り付くЯ同つなぎは、下部面材の下端から1820又は2730mxn又は303(laF4の位置 佃同つな

ぎれ に取り付ける。

⑩横架材間の内法寸法について、1枚張りの場合は1390-以上4()25mm以下、縦継ぎ張りの場合は

%2(lmm以上4395mm以下とする。

(2)面材の割付

勲 は軸組に直張りとし、張り方1ま陵剰麟翻t爾酌 なぎを設けて 2枚の板で髄継ぎ張りとする力、また

イま1枚の板で縦張りとする。ただし、2枚の板で縦継ぎ張りとする場合、下側の面材の長さが 182(ぬImで

上側の面財の長さが 860題 m～2635mm、 下rttlの面材長さが 273(ぬmで上lttll面本オ長さが 335血m～

1725mmまたは下側の面材の長さが3030mmで上側の面材の長さが485mm～ 1狼5mmとする。いずれ

も面本オのかかり代が最小の第 の値を利 毛
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(3)面材の留め付け

①齢 1は、めっき鉄丸くぎNあ0を用いて、面材
‐
の外周部ではくぎ相このマーキング間l席1を 75mm(マ

ーキングからのずれの許容差 :±8mm)以下で住、横架材、受材、継手間柱、胴つなぎに、面材の中

通りの部分ではくぎ相互のマーキングFH写隔を150mm(マーキングからのずれの許容差 :± 15nim)以

下で聞柱に留め付ける。ただし、面材端部に間隔の狭い箇所が集中するような極端な配置とならない

よう1こする。

②くぎが有効に作用するように、面材の端部とくぎとの間隔 (へりあき醐 は、横架材及び腫つなぎ

では15mm僻容差 :螂mm)、 柱、糸睦手間往および受材では12mm僻名瑳三:±2mm)とする。

③面材のクト周部及び中通りの部分におけるくざ本数について、面材の長手方向及び短手方向の辺長 lH、

L)からへりあき閣離 僅二十H2、 L二十二2)を減じた長さ lH一ol+■ 2)、 卜儡1■⊃)を算出し、その

長さを各部のくぎ間隔 (P、 Qlで除する。

外周部のくぎ本数はその値の小数第・位を切り上げて とを加えた値とし、中通りの部分のくぎ本数は

その値の小数第一位を切り上げて 1を減じた値とする。

なお、図 3に示す通り、面材四隅のくぎは長手・短手両方向のくぎ本教として教えることとするが、

中通りの部分と外周部のくぎを結ぶ直線上のくぎは、中通りの部分のくぎ本数≧して教えないものと

する。また、くぎ本数の一覧を表2に示す。

ここで、Lは 832ねm～ 10(Xlmmのいずれかの値、Hは耐力壁の施五仕様イ朝感じた下側もしくは上

側の面材の長さの値、Hl及びH2は 15mm、 Ll及び聰 は 121:nm、 Pは 75mm、 Qは 15(近nmとす

る。

④面材のかかり代は、柱は45mm以上 土台、梁、月同差およd陶ま3C睡m以上、率鴎手間柱は20mm以
上、受材は3(近nm以上、月同つなぎは30mm以上とする。

⑤くぎ留めは、面本オに表示されたくぎ留めの位置に従って行い、表示のない位置は施工時にマーキング

等した後にくぎ留めする。

③面材の継手部は縦方向および横方向とも突き付けとなるようにする。

⑦くぎは、面材表面に面 に́なるように留め付ける。
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P以 下

ri「 :|:Ii:■ 外周部長手方向のくぎ

置:ニゴ「 :|:外周部短手方向のくぎ

rri rl:中 通り部のくぎ
Ｎ
〓

図 3 各部のくぎ本数
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表2 くぎ本数一覧

間 隔

めっき鉄丸くぎ NZ50
外周部間隔  75mm
中通り間隔  150mm
面材長辺からの縁端距爵,

面材短辺からの縁端距離

本数  :面 材外周部 短手方向長 さ

面材外周部 長手方向長 さ

縦継ぎ張りの上側面材

縦継ぎ張りの下側面材

以下

柱・受材・継手間柱位置 12mm
胴つなぎ位置  15mュ4
横架材位置   15mm
832mm以 上 849mxn以下
849mm以 上 924mm以 下
924Hlm tt L 9991ま114 以

~ド

999建n以 上 1000mm以 下

以 下

本

本
本

本

２

３

４

５

1

と

1

1

335mm
405mm
480mm
555m14
630mm
705mm
780mm
855mm
930mm
1005mm
1080411n

l155■lxxl

1230mm
1305m14
1380mm
1455mm
1530mm
1605H141

1680mx4
1755mm
1830mm
1905=14
1980mm
2055mm
2130■114

2205mェ4
2280mm
2355mm
2430nk14

2505mm
2580mm
1820mm
2730mm
303041m

以上

以上

以上

以 上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以 L
以上

以上

以上

以上

以上

以上

405mm
480mm
555min
630m14
705mm
780mm
8554114

930mm
1005mm
1080mnュ

1155又芸ェxn

1230mm
1305mm
1380mm
1455mm
1530章X14

1605mm
1680mm
1755mm
1830メ4Xn

1905mm
1980mm
2055mm
2130mm
2205■ 114

2280mm
2355mm
2430mm
2505■ lx4

2580mm
2635mm

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以 下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

6本

7本

8本

9本

10本

11本

12本

13本

14本

15本

16本

17本

18本

19本

20本
21本
22本

23本
24本

25本
26本

27本

28本
29本

30本

31本

32本

33本

34本
35本

36月臣

25本

37本

41本

上

上

上

上

以

以

以

以

1枚張りの面材 1450mm
1455Hlm
1530mm
1605nlin

1680mm
1755mm
1830H14
1905mm
1980HHm
2055mm

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

1455mm
1530mm
1605mm
1680mm
17554暉
1830mm
1905mm
1980mm
2055mm
2130■lrn

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

20本

21本

22本

23本
24本

25本
26本

27本
28本

29本

目
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1枚張りの面材 1450mm
1530mm
1680HH4
1830恵Xn
1980■ 1翼n
213041m
2280mm

30本
31本
32本

33本
34本
35本

36本

37本
38本
39本
40本

41本
42本

43本
44本

45本
46本

47本
48本
49本

50本
51本
52本

53本
54本

55本
56本

10本

工本
12本

13本

14本

15本

16本

17本

■本
17本

19本

または

また|ま

または

またイよ

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

または

3本

4本

5本

6本

7本

8本

9本
10木

11本

12本

13本

14本

15本

16本

17木

18本

12本

18本

20本

9本 または lo本

10本 または 11本

11本 または 12本

12本 またIよ 13木

13本 または 14本

14本 または 15本

15本 または 16本

2130■lm
2205xnm
2280Hェ m
2355Hlm
2430■ 11ェェ

2505Hlm
2580mm
2655HHn
2730Hlln

2805Elln

2880■1重

2955■1ln

3030HIIn

3105mm
3180■ 1ェュ虫

3255■lm
3330Hlm
3405蹴lm
34801nx4

3555m14
86301nm
3705慮lm
3780■ kxn

3855■lin

3930mm
4005mm
4080■lm

335mm
480mm
630mx4
780mm
930mm
1080mttn

1230mェ n
1380mm
1530nl文4
1680an
1830■Hn
1980mln
2130xnm
2280mm
2430鷹114

2580mm
1820mm
2730■114

3030mm

2205mnl
2280mx4
2355■lm
2430mm
2505Hlm
2580nlm
2655Hun
2730mm
2805m又主杖

2880mln
2955mln
3030Hlln

3105414
3180mm
3255mm
333041m
3405破 X虫】

3480mm
355541】n
3630mm
3705■114

3780in=4

3855mnl
3930mln
4005mm
4080章Hn
4085nim

480Hェ 建

630Hlx4

780min
930■1ェ4
1080■1菫n
1230mm
1380mm
1530■lm
1680mm
1830■lm
1980mm
2130mm
2280Hlm
2430inm
2580nlm
2635mm

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以 下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以 下

以下

以下

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

面材中通 り長手方向長さ

縦糸睦ぎ張りの上側面材

縦糸迷ぎ張りの下側面材

本

木

本

木

本

本

本

本

２

３

４

５

６

７

８

９

下

下

下

下

下

下

下

下

以

以

以

以

以

以

以

以

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

　

　

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

　

　

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以

以上

以上

以上

以上

以上

以 上

以上

1530Hlェ 4
1680mm
1830■1ln

1980mm
2130mぇn
2280mm
2430■lm
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2430mm
2580mm
2730mm
2880mm
3030mm
318041X4

3330mm
3480mm
3630mm
3780mm
3930mm
4080ぬ m

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

以上

2580nm
2730mm
2880■114

3030mm
3130mm
3330鷲lm
3480■l14

3630mm
3780mm
3930■lm
4080HH4
4085凱 14

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

以下

16本

17本

18本

19本

20本
21本
22本

23フト

24本

25本
26本

または

または

また,ま

または

または

または

または

または

または

または

または

17本
18本
19本
20本

21本
22本
23本
24本

25本

26本
27本

(4)その他の施工仕様

入隅部では、受材を鉄丸くぎN90(ЛSA 5508:20(19)を用いてくぎ相互の間隔を150mm以下で柱

に留め付ける。なお、受材と軸組材 9翼剰貼 月同つな0と の隙間は各受材の上下合計で3mm以下とす

る。

(5)施正図

施五図を図 4～図3に恭丸
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横架材

ボ ー

くぎ

土台

【A部詳細屋l】

【B部詳細図】

用

横架材

胴つなぎ

め つ

ぎ   留

【施工図】

ぎ

め つ く
めつき

め っ
【C部詳細園】

受材 ゴ
×

X

軽 量 ド

閥柱

柱X

め つ くざ 上台

【下地組図】

【鉛直断面図】

図 4 勉五詳細図 :縦継ぎ張りの場合  (寸法単位 :mm)

上

※基礎 評価対象外

|

畳卜各
ヽ碧誌
ぷ 〈回
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×

― ド用原紙張

IB部】

【C部】

【D部】

め っ

ド

め つ

【A部詳織】

【8部詳細】

【C部詳細】

【D部詳細】

横架材

くぎ

柱

―ド用原紙張

― ド用原紙 張

横架材

継手間柱

め っ くぎ

胴 つな

【E部】

【面材の争れまり】

蜘

【F部】

め っ

くぎ
め っ

ボ ー 用
― ド 12(± 2)‖ェ生⊆曇ユ

【F部詳細】
【E部詳細】

図5施工図 :縦継ぎ張りの場合  (寸法単位 :mm)

【A部】
×

な ぎ

霞

卜
ヽ
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【
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横架材

― ド用原紙 張

【A部辞細図】

め つ ― ド

【B部辞索田国】
め つ くぎ

【施工図】

― ド

め つ くぎ

め つ

め っ くぎ

め っ

ぎ

【C部詳細握l】

土台
105×

【ダ受`直断面國】

図6 施工詳細図 :1枚張りの場合  付法単位 :mm)

横架材

※基礎 評価対象外

問柱

桂

め っ

下 ×
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横架材

【A部】

IB部】

め っ くぎ

― ド帰

横架材

蜘

【A部詳細】

【B部詳細】

めっき鉄 くぎ

鉄 丸 くぎ

柱

:菫暮

ボー ド用

【D部 I

肇

【

め つ

F指弓柱

×

― ド

【C部詳細】

継手間柱
め っ くぎ

【C部】

【面牲の織まり】

ボ ー

申

【D部詳章a】

図7施工図 :1枚張りの場合  僻態 当立:mm)

|
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見付け

めっき めっき く ぎ

5

用原紙張― ド

5

× ×

ヽヽアド 柱 と軽量両面ボー ド用
原紙張ガ ラス繊離 混入
せ っ とう板 の端閥隔

W｀ :柱 と軽量画面ボー ド用
原紙張ガラス綴縦混入
せつこう板の端間隔

×

(1)面材相互に瞭間が生じる場合 (2)直交面材に評価対象画材が接する場合

[a]負 け側 (例〉

め っ くぎ

ボ ー 原紙張

×

×

[bこ 勝ち側(例〉

図8施靱 :卿螂  備 麟 地 :コ阻 )

見付け
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見付け
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